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翻
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介
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の
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約
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定
則
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生
活
の
全
部
で
は
な
：い
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れ
等
は
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ろ
彼
等
の
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想
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想
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。
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述
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簡
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述
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な
い
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け
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の
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熨
的
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な
ら
し
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に
便
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で
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る
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築
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.
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代
り
に
多
く
め
下
僕
を
展
用
す
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縫
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激
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ま
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あ
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は
4
人
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下
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。
然
る
に
是
{■
關
す
る
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が
法
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十
分
の
額
を
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e
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僧
侣
の
數
は
解
散
间
代
に
は
以
前
ょ
り
著
し
ぐ
減
じ
て
ゐ
る
。
通
常
こ
の
理
由
を
黑
死
病
流
行
音s

a
c
k

 Death) 
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f

e

Lス
r
娀
沿
-に
伴
ふ
作
職
の
減
少>j

貨
幣
の
晴
M
力
の
低
減
^j

を
擧
げ
て
ゐ
る
が
必
中
し
も
“止
し
く
な
い
。

こ
の
問
題
を
十
分
に
解
決
す
る
に
は
第
十
闽
世
紀
初
期
以
前
、
黑
死
病
時
代
以
前
フ
及
び
解
散
當
蹄
の
三
诗
切
の
人 

P
を
比
較
す
る
必
要
が
あ
る
.。.

そ
の
資
料
は
決
し
て
璺
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で
は
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い
が
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大
體
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の
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^
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得
る
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す
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不

當
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ら
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な
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ざ
0
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は
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の
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い
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そ
れ
，ぞ
れ
、
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へ
ば
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方
0
聖
器
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、 

救
貧
扯
等
に
勝
し
！
足
の
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宛
を
I
し
て
ゐ
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一
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r
i
a
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s
^

o
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で
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U弟
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及
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^
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属
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3
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取
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粉
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麻
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肋
余
等
が
割
宛
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れ
て
ゐ
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如
き
で
あ
る
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く
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擧
さ
れ
た
|

。け
 

の
®
馬
行
に
關
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る
支
給
の
•規
定
等
が
あ
る
が
こ
、
に
は
省
赂
す
る
。
以
上

は
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び
o

t
ビ
僧
院
多
の
間
に
雜
結
さ 

れ
た
规
約
で
あ
る
が
、
こ
の
大
寺
院
の
物
質
生
活
の
主
流
を
明
か
に
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
緣
^ ,
な
ほ
摔
決
^

^
す
，
 

る
电
題
力
あ
る
、
第
一
は
p

f
r+
所
領
€
僧
院
領
愚
區
別
«
關
す
る
も
の
で
あ
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、
是
に
は
僧
院
の

*

場

か

ら

 

(

ニ

八

七

)

-'
:

|

紹

介'

へ

.

I

 

I



1

$
 

’ 

(

ニ
八
八)

靜

I

.

.

:

,
 

」

.:. 

I

 

.1

三
八 

M
でT
獨
の
利
益
が
あ
る
。
、
■
は

a
b
l

が
自
&
费
し
得
る
限
度
を
確
窀
も
亂
费
を
防
1 1

:
:す
る
.：こ
：マ％

l
4
r
a
b
b
o
t

 

の
死
後
玉
の
沒
收
が
彼
の
財
產
以
外
に
及
ば
な
い
こ
ミ
で
あ
る
。
後
者
に
隱
し
て
は
後
に
听
有
,1
に

,1
す
る
1«
倒
¥ 

聞
題
の
.起
る
の
は
自
然
で
：あ
&
ぅ
。

次
ぎ
に
問
題

W
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な
る
0
は
僧
院
：の
義
務
ど
そ
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.

財

產

の

監

理

ミ

が

へ

：

o
b
e
d
i
l
a
r
i
e
s

ビ
稱
甘

6

る
、
役
臂
；
分
割 

さ
れ
，
そ
の
收
入
の
大
部
容
遥
等
に
任
さ
：る

>

制
度
に
就
い
：て)

あ
へ
る
ク

1

^

|

ー
臣
&

ロ

が

S
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僧
院
に
於
け
る
是
等
の
役
僧
を
分
顧
し
て
、Prior 
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い
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b
o
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0
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の
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部
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々

に

扇

す

冬

者

ど

し

て

ゐ

.る

フ

第

^

^

を
抓

け

るSub-Prior, 

T
h
i
r
d

 

prrcr 

F
o
u
r
t
h

 

p
r
i
o
r
.

第
二
は
更
に

(
|
〕

龜
器
守

(
s

a
c

i
x

l
1:)

唱
首(

p
r
e
§

t
o

s
^

修
復
&-
瞥

0
1
1
5
1
:
0
5 

o
p
e
r
u
m
)

に
分
た
れ
、
最
猶
に
第
三
は
，收
納
掛(Receiver )

以
下
1
丁
，
ra
®
(:
M
る
ま
で
土 
ニ 

に
分
か
つ
て
ゐ
る
が
今
そ
の
煩
を
恐
れ
て
省
豪
ず
る
。
こ
.の
：

St. 

S
M
t
h
s
v

の
分
* ^
は
略
々
典
型
'的
の
も
の
：で
あ 

る
？
こ
の
制
度
に
就
い
て
現
在
の
目
的
か
ら
見
：て
.最
ん
興
味
多
ぐ
感
す
る
澌
は
是
等
の
役
僧
.の
役
目
に
對
ず
る
寄
與 

に
就
い
て >

 
あ
.るO

各
々
の
役
目
に
1
定
の
.給
付
の
あ
る
こ
€
は
龅
述
の
.

«

|

^

.

0
醫

&

0
例
に
依
つ
て
明 

か
で
あ
る
。
是
等
の
役
僧
が
そ
の
役
に
對
す
る
給
付
幷
び
に
寄
與
に
|«
接
關
係
し
：、
：換
言
す
れ
ば
一
つ
の
中
た
11
1 

の
存
在
な
<
し
て
直
接
そ
れ
等
の
源
枭
か
ら
收
入
を
獲
得
し
‘て
ゐ
^
。
.故
に
.そ
の
職
_に
對
す
る
收
支
の
實
饪
は
す
< 

て
役
僧
の
負
擔
す
る
匕
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
等
の
收
支
を
知
ら
^

>、
」

欲
す
る
な
ら
ば
j
'々
の
1|
辣
%-
を
調
、査
.す
る
外 

は
な
い
の
で
^

る
。
 

!
• 

.

然
る
に
こ
、
に
全
收
支
を
一
中
央
機
鹏
に
於
い
て
取
締
つ
，て
ゐ
だ

^
考
へ
ら
れ
る
一
つ
の
設
跡
が
あ
る
。
そ
れ
は 

b
s
s
a
r

 

(

出
納
褂)

の
#
在
で
あ
る
。
本

來

CT
日3

肖
は
單
に
現
金
幷
び
に
貴
遺
品
の
保
管
の
任
に
當
る
に
過
ぎ
な
か 

つ
た
。
然
る
に
漸
次
に
す
べ
て
現
金
に
て
な
さ
る
、
出
納
はbursar

に
依
つ
て
行
は
れ
、Ca
n
t
e
r
b
u
r
y

の
如
き
そ
の 

r
る
R

-A
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
そ
.れV

J

て
も
全
部
を
ft
含
す
る
も
の
で
は
な
い
。

|

般
に
.於

い

てb
u
r
s
a
r

次

他
の
役
僧
の
何
.れ
も
ミ
同
：铙
0
地
位
に
’あ
る
も
の
‘

VJ.

見
■て
差
支
へ
な
い
で
あ
.
&ぅ
。
' 從
つ
て
中
处
機
媚
の
存
在
.を
云
. 

々
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
是
等
の
制
度
は
一
.見

a
cr
b
o
tの
勢
力
を
削
ぐ
も
の
ど
.もら̂

.

れ
る
.で
.あ
ら

，
ぅ

ド

、

實

祭

 

に
.於
い
て
は
そ
の
猶
威
は
絕
體
的
の
も
の
で
あ
つ
た
。
唯

l

o

pの
巡
囘
制
度
の
；
.み
が
‘賢
院
の.財
#

^
，
す

*

5

 

|

0

1の
»
占
的
勢
カ
を
防
止
し
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
 

：

.

Kitc
H
a

=

中
世
に
於
'い
.て
他
所
I

殆
ざ
發
見
し
f

,い
生
活
實
務
の
典
型
的
組
織
ミ
し
て

ff
f

籑

し

た 

の
は
初
期
に
於
い
て
は
當
つ
て
ゐ
る
で
あ
f

が
、
後
期
に
於
い
て
は
貴
族
領
主
.の
經
營
I

I

か

に

優^'
；
な

も 

，
の

で

あ

e

た
。
僧
院
咬
於
け
る
會
計
簿
：の
不
擊
順
な
る>」
V」

は
殆w

論

外

で

あ

る

。
，例

へ
.ば
：吾
人
が
施
與
こ
就
ぐ
て
.
 

そ
の
一
年
の
支
出
を
見
-/
1
ど
す
る
の
に
施
與
掛
の
會
計
簿
だ
け
で
は
明
か
で
な
ぐ
、：
他
の
役
滑
の
も
の
を
も
|
々
參 

照
し
な
け
れ
ぱ
な
g
な
い
0
か
ぐ
の
如
き
は
こ
0
制
度
の
分
立
が
深
ぐ
僧
侶
の
心
：に
染
：み
込
み
#
自
：|

個
.

Q

如
豐
：を
へ 

形
成
す
る
傾
向
か
あ
つ
2

ら
で
办
る
。
然

し

是

等

秦

證

は

必

然

a

l
等
の
權
ヵ
者
め
浪
f

容
易
^
:
し 

め
、
又
そ
れ
等
の
僧
院
の
會
計
を
檢
査
す
る
に
愈
々
困
«
を
感
#
し
め
た
に
相
違
な
.い
。
こ
の
こ
：f

 

H

時 

に
於
い
て
I

題
|

つ
た
が
如
く
そ
れ
ぞ
れ
の
權
威
奢
が〈

例
へ
^:Stephen 

L
a
n
g
t

農

c

o

l
 

of o^fbra

I 

Gregory. IX. 

IlmocQ t 

I
V
.

の
如
き
布
令
を
發
し
て
特
別
に
帳
簿
の
檢
閱
を
な
さ
ん
ミ
し
て
ゐ
る
。
上
述
の
如
き 

有
«
故
是
を
饍
時
の
火
貴
族
の
家
計
制
度
$
比
歡
し
て
.
5ら
に
ー
：
層
非
實
務
的
兰
其
ふ
ベ
、
き
で
あ
る

o
(

第

二

章)

.

僧
院
の
.收
入
に
蘭
し
解
散
時
代
のValor 

E
c
d
l
t
i
l

 

.运
敵
す
る
適
.當
な
記
錄
f

れ
以
前
に
は
存
在
し 

て
ゐ
な
レ

故
に
こ
、
で
は
僧
院Q

富
の
饗
に
就
い
てj

般
的
槪
念
を
與
へ
.

.

る
に
.止
め
る
？
先
づ
注
事
ベ
き
®

別
は
：

X

義
的
收
入(
s
p
s
t
l
l
s

ミ
世
俗
的
收
入(

I

P

I

i
l
e
s

〕

所
屬
敎
會
‘
震

の

供

物

、
等
で
あ
つ
て
、
他
S

者
は
f

る
。
鬼
歡
め
裏
者
に
就
い
て
述
べ

l

r

^
 >

フ

.

.

.

.

.

.

. 

/

こ

の

中

最

も

重

耍

な

部

分

を

占

：め

る

：
も

の

，
は

“
1

|

.

$敎
會
か
；ら
生
ず
る
收
^

」

第
1

(

一
 

i

:
新
i

 

レ

.：

.：

:'
-
| 

i

I

l
.
i
t
l
r
l
i
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-
-

-

-
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-
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第

二

十
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1

九
9

新
刊
紹
介
 

第

泰

5
0

っ
た
が
變
動
が
甚
だ
-し
い
。D

u
r
h
a
m
:

に
.於
い
て
地
方
的
聖
人J

o
h
n

 '
w
a
r
o
n

の
®'
物
：は
：
}

®

は
五
破
十 

S
i

志
九
片
で
あ
づ
た
の
に
.

」

四

六|

年
に
は
十
六
志
：六
片
半
ざ
な
ぅ
。
十
五
マ
三
年
か
ら
-
芄
三
四
年
の
間
は
僅
か 

に
八
弁
ヵ
ら
ナ
五
片
の
問
を
往
來
す
る
に
過
ぎ
な
ぐ
な
つ
た
'0
從
：っ
てtfihes

及
：び
敎
會
收
入
0
ぞ
か
®
姿
で
あ
る
。 

奪

o
p
. 

F
r
e
r
e

の
說
R
從

へ

ば

l

e
は
古
く
は
廣
麴
に
於
い
て
各
人
の
收
入
の
中
寇
敎
慈
善
.に
使
用
さ
る
ゝ
^
殳 

ズ
f

,

す
べ
て
が
敎
龠
の
手
に
®
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
從
っ
て
敎
會
は
是
等
の「

部
の
外
に
他
に
そ
の
維 

持
f

し
て
は
別
途
の
收
入
を
有
し
て
ゐ
た
。
こ
、
に
於
：い
て
が
'蒙

：
.
0

1部
は
慈
善
事
業
：の

I 

?
、

」

し
•て
僧
院 

に
®
す
る
こ
ど
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
V
J去
へ
る
。
■次
ぎ
に
敎
會
收
入
が
僧
院
に
歸
し
た
場
合
は
甚
だ
興
な
るo

敎 

區
牧
，HI
I
に
®
す
べ
き
支
*
が
僧
侶
の
手
に
；移

^V、

僧

院

は

敎

會

及

び

動

行

を

.
行

ふ

，
賢

任

を

負

，：
ふ

。

こ

、

に

區

別

し

な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
ビ
は
こ
の
敎
#
擅
有(appropriation 

o
f

 churches) V」

僧
院
の
有
す
る
也
.の
«
利
、
列
へ
f
文 

.

師
推
聪
權
所
有
の
如
き
も
の
ど
で
あ
る
。
後
者
に
あ
っ
セ
は
：推
]1
權
だ
け
が
僧
侶
の
：財
產
_く
な
る
.の
で
あ
る
も
前
者 

R
あ
.

C

て
は
牧
師
職(benefice)

に
關
す
る
全
收
得
が
僧
院
め
も
の
：S
な
る
の
で
あ
る
。
收
師
推
蔵
權(

a
d
v
o
w
l
)

 

に
賴
い
て
餘
ぅ
述
h

る
必
要
は
な
い
が
、
0
々

.
完

全

な

る

敎

會

擅

有

0
階
梯
ど
な
る
こ
マ」

が
あ
つ
た
.J V

J

は
注
意
す 

ベ
き
こ
ど
で
あ
るo

然
し
敎
會
擅
有
の
こ
ど
は
徐
々
に
行
は
れ
/2
も
の
で
な
ぐ
，
槪
し
て
急
激
に
行
は
れ
た
も
の
で 

あ
る
ら
し
い
。
か
ぐ
の
如
.き
敎
會
は
僧
院
の
ブ
員
に
依
っ
て
歡
瞥
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
，
す
で
に
早
く
も
第
t

„、一
世 

轧
の
初
«
に
於
い
て
修
道
誓
約
を
な
さ
、、
る
牧
師(secular 

v
i
c
a
r
)

の
ft
：
命
さ
れ
た
こ
C

は
注
意
す
べ
き
こ
ど
で
あ 

る

.'
0

是

等

の

牧

師

の

權

限

' 
俸
給
等
に
®
し
稱
々
な
る
困
難
な
る
問
題
が
惹
起
3
れ
た
o
.又
僧
院
本
來
の
性
質
ど
矛 

盾
を
來
た
す
こV

J

も
多
か
っ
た
。：

要
す
る
に
敎
會
擅
有
の
制
度
は
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

..，次

.
ぎ

に

吾

人

は

世

俗

的

收

入

に

就

い

て

述

ぶ

ベ

き

で
あ
る
が
、
是
等
を
明
確
に
叙
述
す
る)

5J.
は
困
雛
で
あ
る
。
 

lr
僧
闷
も
又
他
の
俗
的
領
主VJ

等
し
く
そ
れ
自
體
の
領
地(

d
e
m
e
s
n
e
〕.

ビ

小
作
人
；̂

W
貸
せ
る
部
分V」

を
有
す
る
。
 

p
s
f
.

 

r
a
v
i
n
e

の
計
淖
レ
從
へ
ば
前
者
の
收
入
は
後
者
の
十
三
分
のI

■
に
過
ぎ
；̂
か
つ
た
？
の
.こ
ど
で
あ
る
。
楚
等

の
マ
ナ
"
の
淹
物
は
僧
院
に
於
い
て
梢
？

れ
ろ
の
で
あ
る
が
，
そ
れ
等
の
記
錄
は
明
瞭
で
は
な
い
。
又2

-
M

 

ナ
T
の
領
主
£

て
種
々
な
る
負
擔
を
受
け
る
-が
、
僧
院
マ
ナ
.ァ
に
於
い
て
は
隸
農
小
作
が
自
由
小
作
に
變
ず
る
, 

ど
6
往
々
に
し
て

#
起
し
"
规
々
是
を
禁
止
し
た
。
そ
の
外
發
激
地.

森
林
、
牧
場
等
ょ
り
の
收
入
、
又
製
粉
場
め 

沒
廷
ヵ
ら
の
收
入
か
あ
る
こVJ

は
他
の
貴
族
的
領
主VJ

同
檨
で
あ
る
ッ
又
そ
の
«:
1
の
下
に
發
達
せ
る
邻
市
、
さ
、

J 

じ
鑛
山
，
石
切
場
古
の
收
入
，
あ
る
糊
のf

權
‘
例
へ
ばB

u
r
y

 St. 

S

3

I

VやR
e
a
l

 

h

f

る

が

" 

4

幣
鋪
I

權
利
或
ひ
は
市
場
、
入
市
i

集
の
權
か
.

1

1
入
.も
こ
の
'中
に
算
ふ
べ
'

I
の
：

で
;
;

る
.

1
 

に
羊
毛
.取
g
に
侬
る
和
益
は
将
に
注
意
す
ベ
き
も
の
で
あ
る
。
殊
に

收

入

.

の
大

部

分
を
形
成
し
た

こ

I

少
な
I

^

然
し
^

f

上
の
收
入
は
®
濟
史
上
に
於
け
る
こ

の
時
代
の
著
し
い
變
化

-
都
市
の
發
達
、
領
地
經
營
法Q

變A2

勞
役
の
货
广
：
化
、
物
價

Q

簾

等

V
V共
に
硏
究
さ
る
べ
き
もQ

で
あ
る
。(

第
三
章Y

 

:

i

s
入
の
詳
1
を
知
る
こ
ど
の
因
雛
な
る
如
ぐ
支
出
に
就
い
て
も
明
か
^
な
い
。
然
も
個
々
に
就
い
て
は
煩
雛
な
る 

f

 

H

、
す
で
に
述
•{た
る
如
ぐ
そ
の

問
に
何
等
の
統

一

も
な
い
。
以
下
五
：つ
の
項
目
に
分
か
つ
を
便
利
ど 

す
る
第
一
の
も
の
は
僧
院
生
活
の
物
質
的
甚
礎
を
な
す
も
の
飲
，
後
に
別
個
に
說
く
を
姐
利
ミ
す
る
。
也
0
,况
つ 

は
監
督
そ
の
他
の
‘出
張
の
©
用
' 
僧
管
大
學
ど
の
一
般
的
關
係
の
費
用
、
.僧
■

慈
靜
的
搂
待(

h
o
s
p
l
y
〕

磚

ば

販

恤

(

ほ

!y
l

s

 

y

で
あ
る
。
先
づ
I

出
張
I

就
い
て
述
べ
：ょ
ぅ
。：

是
If

派
遺
が
f
 

5

喪

ァ

こ

<1
を
_
眹
て
あ
る
ヵ
、
然
し
多
く
の
®
用
を
要
し
た
こ
:̂
^
そ
の
箸
し
'い
缺
點
で
あ
る
.' 殊
に
' bf

s
h
o
p

の 

來
訪
の
划
き
«
單
に
彼
及
び
そ
の
一
行
の
接
待
に
多
大
の
#
用

を

要

す

る

の

み

な

、ら
ず

>
1後
等
自
身
の
炎
_
も
亦
甚 

た
し
い
磊
に
達
す
る
、
.中
世
を
通
じ
'て
な
さ
れ
た
？

の

業

I

減
も
殆V 」

成
功
し
な
か
つ
た0

終
^
ば

す
 

を
，ィ
て
こ
の
鄱
の
璐
督
制
度
を
免
れ
ん
善
る
も
の
.さ
.へ
生
I

.
程
：で
'あ
.つ
た
：。
率
一
の.大

學

即

ち

 ̂

^
の
敎
2 *
.を
高
め
ん
が
た
め
に
、
f

大
學
に
I

最

も

多

ぐ

牛

等

篇

、
又
S

里
の
大
學
に
|

を
留
學
か 

,

る
ナ
め
に
要
す
る
戮
用
は
中
世
に
於
け
る
大
學
生
®
の
*
用
を
知
I

W
が
出
^

第
土
二
世
紀
こ
.冷
；
€

猫 

I

 

m
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翳

翱
# -

•

號

1
m

l
.

T

年
約
四
磅

-

^

-

.

大
略
歐
洲

.

大
_

猶
ハ
の
爾
幣
額
八
中
‘

磅
を
必
要

>」

し
た

^

免
ら
れ
‘

る
。Benedict 

X
I

I

は
僧
院
改
良 

.

に

熱

’
心

で
^

つ
た

の

で

、多
く
の
學
徒
を
太

^

に
送
つ
た
？ B

e
n
e

s i'
ctine., 

A
u

g
e

s
t

i
n

i
a

n

の
兩
派
は

#

僧
院
ょ
り
二 

4
~

各
# :

に

1

名
、
但
し
八
名
以

T

§

も
，の
は
除
外
し
た
。
Q;S

Ter
c
i
a
n

派
は
四
十
名
屮
ニ
名
+ '

八
各

^

ー1

}

十
名

^

0 : 

間
の
も
の

S
1

名
送
る
こ

^

を
'

得
ビ
規
定
し
た
。：
給
與
額
は
神
學
の

M
a

s
t

e
r

に
、は

.

年
十
五
勝
、
同
じ
く

 

B
ach

e
l
o
r

 

ぞ

&

 

他 

H

S

+

0

、

^« :
c

c

a

n

o'
n

L

a

w

}

0
D
o
c
t
o
r

 

に
は
十
二
磅
十
志
、
同
じ
く

 

B
a
c
h
e
l
o
r

 

そ
の
他
に
は
八

#

 

十

31
志
セ
，あ

.

つ
た
。
又
如
何
に
嚴
等
を
消
費
す
べ
き
か
に
就
い
て
も
规
定
さ
れ
て
ゐ
t s

。
即
ち
一
年
3 £

磅
は

.

日
常

«

 

費
"

ニ
磅
十
志
：が
衣
服
及
靴
代
、
殘
額
が：

書
籍

®

び
に
病
氟
そ
の

.

他
の
，臨
時
費
で
あ
ク
た
。

.厳
後
に
慈
#
及
び
腺
恤
#
に
就
い
ヤ
.云
へ
ば
"
是
等
は
僧
院
が
砒
會
的
效
：果
を
擧
ぐ
る
も
の
ミ
し
て
尊
靈
さ
れ
：た 

'も
の
で
あ
る
。
僧
院
の
破
壤
が
そ
の
恩
惠
に
俗
せ
る
多
數
の
澈
.を
路
頭
に
迷
は
し
め
た
こ
又
嘗
つ
て
僧
侶
の
所 

有
に
；屬
す
る
土
地
，の
保
有
者
が
脤
恤

.に
關
ず
.る
；特
別
稅.を
認
め
な
ぐ
な
つ
た
こW

も
事
實
で
あ
る
6 
M

H
u
d
o
r
::

の
貧 

民
法
&-
:
必
喪
に
す
る
に
到
つ
た
理
由
が
す
ベ
て
ぐ
な
い
ま
で
も
僧
院
の
解
散
に
あ
る
^
さ
れ
た
。
然
る
に
是
等
の
僧 

隞
に
侬
ク
て
な
さ
れ
た
救
*
事
業
は
一
般
に
想
像
さ
る
、
が
如
ぐ
大
で
あ
つ
た
が
如
何
か
甚
だ
；疑
間
で
あ
る
。
そ
の 

前
に
慈
善
时
接
待
ctr
O
S
P
I
t
a

pr
*
%)

に
就
い
：で
ー
言3
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
數
字
に
依
つ
て
表
は
し
得
な
い 

慈
：發

の一

形
式
で
あ
る
が
、
：

「

般
に
濫
用
、
殊
に
富
裕̂
を
勢
力
者
に_
し
て
用
：ひ
ら
れ
た
？
大

諸

候

の

一

行
の
：接 

待

：.に

使

用

さ

る

、

が

如

きで

あ

る
。
又

時

に

；
ば

そ

れ
等
の
宿
泊
所
に
太
^

る
費
用
を
喪
し
、
そ
れ
等
が
寄
贈
さ
れ
だ 

時
に
も
修
復
费
を
多
ぐ
要
し*

し
か
も
是
を
利
用
す
る
者
は
そ
の
逾
課
考
に
過
ぎ
ぬ
こ

ヾ

」

が
多

か
.つ
れ
。
貧
し
い
旅 

行
者
が
^'
の
恩
®
に

浴
す
る

V J

ミ
は
甚
だ
稀
であ

つ

た

？

然
も
ば
賑
恤
の
'方
は
如
柯
で
あ
つ
た
か
ヾ」

沄
ふ

^
V
矢
張
' 

ら
同
，じ
傾
向
を
發
'見
す
る
。
即
ち
犬
部
分
はa

r
c
h
b
i
s
h
o
p

を
始
め
.ど
し
て
.貴
族
.の
下
僕
，に
與
へ
ら
れ
て
ゐ
)̂
:
0
父

€' 

れ
等
の
：全
額
も■
め
て
少
な
く
、
一
 

例
を
擧
げ
れ
ばF

i
n
c
h
a
l
e

記
錄
の
示
す
ど
こ
ろ
に
依
れ
ば
-
三
四
六
丨
七
年
に 

於
;̂

文
是
等
(?
)
:
.
,
■«
:
與
施
與
の

:«

ば

全猓
.金
收
.入
.の
約
四
分

、
'毅
.物
•
收
入
め
M
一
 
分

に

過

ぎ

な

、か

づ

拕

？

の

-
y 

?で
あ
，る

o

.
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さ
ら
ー
又
僧
跤
はS

L
IL
の
者
に
依
つ
て
^
さ
れ
た
救
貧
基
金
0
藍
理
に
!1
:.ま
る > > 
ビ
も
>
く
な
か
つ
た
。

-#
、

f 

「

 

僧』

救
濟
y

‘
の
狀
您
を
I
る
時
、

そ
の
解
散
に
際
し
幾
何
の
貧
民
を
增
加
し
た
か
想
見
す
る
に
足
る
。
救
一
！
^

臂

 

睡 

院
の
理
想
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
然
も
終
に
.到
達
し
#

f

し
理
想
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。(

第
四
章〕
、

f 

I 

銷
十
四
世
紀
、
第
十
a
猶
紀
ゴ

な
る
に
及
ん
^
僧
院
ば
常
に
負
僙
化
苦
ん
で
l

i

s

»t .; 

‘仏
つ
た
。
&
S:

1
殆
S

產
の
狀
態
に
頻
し
て
ゐ
f

 

S

て
も
よ
か
つ
1

連
績
的
の
記
錄
を
缺
い
T
ゐ
る
か
I

I

こ
^

へ
な
い
が
、
裏

墨

の

財

政

的

砲

雛

1

1

1
世
紀
：に
於
：い
.て
頻
繁
且
2

太
に
な
つ
た
I

ふ
こ
ど
ご
ナ
^ (

明
I

I

。一

ニ
七
九
部
に
十1

のO
U

I

僧

院

で

賞

■

四
十
ニ
名
に
し
て
負
債
U

皇

匕

、
れ

：

に

達

し

た

例f

る
。

こ
S

S

僧

院

麗

雇

に

英I

み
S

I

す
、

大

替

於

：い
：v

i

l

i

f

y

u

1'
2

f
f

n
K

っ
て
よ
いe

又
第
工
の
も
の
も
經
嘗
的
進
步
の
遲
れ
た
.る
英
(»
1
で
は
_
出
は
原
料
沿
こ 

者

|̂
も
地
方
的
市
場
に
過
ぎ
す
.。
當
時
は
求
だ
影
響
を
及
_ぼ
す
ほ
.：ざ
で
な
：か
つ
た
。
然
し
貨
喺
の
_
質
カ 

に
y

T

は一

言
し
な
け
れ
ば
な
ら
なi

。

貨
幣
購
質
力
の
減
退
•は
第
十一

一.

1

世
紙
以
降
第
十
六妝
紀

ま

で

引
續
き

®
 

y

rf
f
f
の
收
入
は
土
地
よ
.
I

f

の
多
ぐ
"

t

l
定
せ
る
故

終

に

困

雛

をf

し
た
◊
ぐ前
述
せ
I

S,
:の£

M
を
f

四
世
紀
に
：於S

收
入
のg

質
力
減
少
に
歸
す
る
も
一
つ
I

明
i

l

ぁ
f

り
以
上
の
^

外
約

t l
T

S
r l
f

l

!

'
 先

づ
I

S

 
盖

魯

就
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樹

！
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l
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-

©
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M

P'
-
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七
四
#

r
l九

一

年

の

十

字

軍

秘
c

i

lが

、

置

を

：擧

ぐ

べ

き

ザ

の
g

な
I

用
、
第
十
四
世
_

期
の
政
治
的
固
亂
，
第
十
■

紀
S

け
る
墓
戰
爭
、
等
は
多
少
の 

違
U
あ
i
.廣

間

接：

■

經
：濟
■

響
し
た
ノ
然
し
そ
れ
.以
i

| 

る
も
ク
：で
あ
ら
ぅ
0
又
僧
院
.內
J-
於
け
る
緣
者
登
用(

。召
。̂

3」

も
失
費
を
多
か
ら
し
め
た 

ぅ
。
&
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|
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C
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V

角
當
時
僧
院
の
.上
級
.
R鳴
す
.る
人
々
の
奢
修
.貧
^
に
依
.：る
失
費
.の
場
合
も
な
ぐ
は
な
^
つ
た
が
、
最
も
多
く
の
場
合 

は
彼
等
が
實
務
的
才
能
な
<
浪
»
多
が
：ヶ
し
こ
>

」

が
最
大
|な
石
原
因
：で
あ
つ
た
。
從
つ
て
第
十
四
世
紀
®
中
頃
か
ら 

は
響
記
^

|

3
)

を
雇
用
す
る
.に
至
-0
れ
。：

以
上
の
'誤
れ
る
經
營
法
1

©
ビ
之
に
加
^

る
に
失
：®

多
き
來
訪
者
ビ 

に
.依
つ
て
僧
院
が
多
く
の
借
財
：に
苦
し
'む
は
極
め
て
當
然
染
こ
-
^
:で
あ
：S
う
。

.

' 
'

'が
く
の
如
き
借
財
ょ
办
逃
る
、
に
如
何
な
る
方
法
を
以
つ
で
し
た
か
=;,
先
づ
悅
入
の
增
加
：を
_
る
ょ
り
な
い
が
、

1

時
的
埘
收
法
ど
永
久
的
增
收
法
年
に
分
か
つ
こ
ミ
が
出
來
る
。
先
づ
前
者
に
就
い
て
述
べ
：ょ
う
。
第
一
に
.借
財
で 

あ
る
が
、
是
は
一
時
的
の
急
を
救
.ふ
に
止
ま
6
何
等
の
解
決
を
も
與
へ
ぬ>

>
ミ

は
^
ふ
ま
で
も
な
い
。
中
世
の
金
貸 

が
炎
部
分
猶
太
人
で
あ
卜
’
猶
太
人
放
逐
後
ば
伊
太
利
商
人
で
あ
つ
た
。
彼
等
に
高
利
を
拂
つ
た
■こ
，ビ
は
敎
義
に
反 

す
る
に
拘
6
す
實
際
に
行
は
れ
て
ゐ
た
。
次
ぎ
に
將
來
の
產
物
の
販
贾
を
約
し
て
現
金
を
取
得
ず
る> J

ミ
で
あ
つ
て 

最
も
興
味
あ
る
方
法
.で
あ
る
C
.是
は
最
も
多
く
举
毛
に
於
いB

行
は
れ
>
併
太
利
商
人
式
0
間
に
殆
ど
淀
期
的
に
行 

は
れ
て
ゐ
た
。
第
一
"ニ
に
ft
院
：の
土
地
を
小
額
賃
料
を
以
:o
p
長
期
：貸
與
の
契
約
を
：な
し

 
> そ
の
代
り
多
額
の
契
約
金 

を
徵
集
す
る
方
法
で
あ
る
。
是
は
屢
々
行
は
れ
た
や
う
に
誤
用
さ
る
\

I

t々
危
.險
な
狀
態
に
陷
入
ら
し
め
る
恐
れ 

が
あ
る
。
最
後
に
前
にV

言
せ
るcorrod/'

の
販
賣
であ

'
.

各

■
 
°
是
.に
就
.い
て
は
多
ぐ
の
«
論
が
あ
"る
が
、
こ
、
に
は 

猶
略
し
て
、
直
ち
に
永
久
的
植
收
法
に
就
.い
て
略
述
し
ょ
う
。
是
等
の
中
に
篇
ふ
べ
き
も
の
'に
.は
：遺
僧
、
獻
納
の
增 

加
を
訐
る
こV」

、

殊
に
僧
院
附
近
の
人
々
の
信
仰
心
を
啓
發
す
る
こ
^
、
又
種
々
な
ふ
役
機
事
華
等
が
あ
る
。
最
後 

の

も

の

、
中

に

は

低

當

權

の

■
入
等
が
.擧
‘
ら
れ
る
o
然
し
楚
等
は
何
れ
も
急
激
(1
效
*
を
擧
げ
得
ぬ
こV

J

は
明
か 

で
あ
ら
う
。
こ
の
章
に
尼I

M
a
u
n
g
r

一

es)

に
就
い
て
著
者
はi

言
し
て
ゐ
る
が
、
こ
、
で
は
省
略
す
る
。(

第
五
章) 

す
で
に
僧
院
の
支
出
を
論
じ
た
<
こ

ろ

で

僧

院

日

‘常

生

-©
'
の
錄
用
を
論
外
ば.置
.い
た
が
.
"今

こ

、

で

最

後

に

僧

腐
 

生
活
の
物
質
的
方
而
を
論
す
れ
ば
自
ら
明
暸
に
な
る
で
あ
ら
う
。S

t

 

B
s
e
d
o*
t
が
柬
方
修
道
院
の
離
行
苦
行
を
排 

斤
し
て
11
方
修
遨
院
.を
樹
立
し
た
の
で
办
厶
が
、
を
の
生
活
態
度
は
伊
太
利
農
夫
の
そ
れ
ヾ」

大
差
な
い
も
の
で
あ
っ

た
ら
ぅ
。(

，へ
ネ
デ
ク
ト
派
修
逍
院
の
初
期
の
狀
態
に
就
い
て
は
筆
者
の
編

せ

る「

經
濟
史
硏
究」

辦
一
港
所
載
本
間
齊 

.1

君
の
論
文
を
參
照
さ
れ
た
し

o
 )

然
る
に
初
期
に
於
け
る
.そ
れ
等
の
嚴
格
な

る

規

則

、

局
限
せ
る

物

質

生

g
«
後

期 

r
至

つ
て
全
飲
廢
棄
3
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
單

に

Benedicti.an

に
止
ま

ら

な

い

。

0
择
0
3ぎ

の
如

き

も

每 

渚
に
，あ
ら
t
ん
ば
肉
食
を
嚴
禁
さ
れ
て
ゐ
た
の
に
早

く

も 

一
ニ
五
六
年
に
是
を
苒
度
布
告
す
る
必
：®

t
、

一
H

H ? 

五
年
^
は
理
論
的
に
も
廢
棄
S
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

>

に

I.

々
衣
食
に
就
い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
餘
裕
を
#

た
な
.い 

が
要
す
る
に
僧
侶
は
是
等
南
方
面
共
に
普
姐
の
俗
社
會
の

'

程

度

よ

タ

遙

か

'
に

高

い

も
の
.で
.あ
り
、
又

そ
の

身

淀

生 

活
の

m

調
を
破
る
べ
き
娛
樂
さ
へ
も
豐
富
に
存
在
し
て
ゐ
た
，の
'
:で
あ
る
0
さ

S

に
初
期
^

g
^

l
®

の
一
特
徵 

產
制
度
の
如
き
も
殆

f

奈
ぐ
廢
止
さ
れ
た
ま
考
つ
で
も
よ
く
，
各
僧
侣
に
：小
遺
錢
を
支
給
す
冬

制
度
さ
へ
.樹
立
さ

.

I: 

た
。
今
彼
等

8

腐
的
生
活
の
概
念
を
得
る

-
0

:

に
各
時
代
に
於

.
¥

幣
額
を
擧
げ
て
見
よ
ぅ
。
勿
論
：こ
れ
を
算
出
す
る
資
料
は
少
な
く
、

又

同

r

僧
院
に
興
い
て
材
料
を
得
る
こ
せ
I

 

難
で
あ
る
が
、
歐
洲
大
戰
前
の
貨
幣
價
値
：に
換
算
し
て
大
略
.左
0.
如
.
<で
あ
る
。

へ

第

十

二

也

紀
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十
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他

紀

m
十
四
世
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w
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v
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十
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四
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